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外
国
人
へ
の
医
療
体
制
強
化

と
健
康
長
寿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
こ
の
協
定
は
、
３
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
生
か
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
熊
本
工
場

の
社
員
お
よ
び
そ
の
家
族
へ
の
医
療
上

の
支
援
と
、
町
民
の
健
康
増
進（
健
康

長
寿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）お
よ
び
健
康
増

進
に
関
す
る
学
術
研
究
の
発
展
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
３
者
は
、
令
和
６
年
７
月
に
発
足
式

を
開
催
。
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
や
各
機
関

の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
た
ほ
か
、

関
係
機
関
と
の
協
力
方
法
や
健
康
長
寿

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
そ
の
後
、
３
者
で
準

備
を
進
め
、
今
回
の
協
定
締
結
に
至
り

ま
し
た
。

　

締
結
式
で
は
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、
武
蔵
ヶ
丘
７
町
内
ほ

ほ
え
み
の
会
の
皆
さ
ん
が
、
運
動
と
認

知
機
能
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
披
露
し
、

そ
の
様
子
を
関
係
者
が
視
察
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
慈
善
財
団
の
ソ

フ
ィ
ー
・
チ
ャ
ン
会
長
、
熊
本
大
学
の

小お

川が
わ

久ひ
さ

雄お

学
長
、
𠮷
本
町
長
が
協
定
書

に
署
名
。

　
今
後
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
慈
善
財
団
の
資

金
援
助
の
も
と
、
３
者
が
連
携
協
力
し
、

下
記
事
業
を
進
め
ま
す
。

　
町
で
は
、
企
業
進
出
の
効
果
を
町
民

の
皆
さ
ん
に
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

引
き
続
き
高
齢
者
支
援
施
策
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

４月17日、町とＴＳＭＣ慈善財団、熊本大学は、医療分野に
おける連携協力に関する協定を締結しました。今後、３者が
協力して、次の取り組みを進めます。

左から𠮷本町長、ＴＳＭＣ慈善財団ソフィー・チャン会長、
熊本大学小川学長

菊陽町 × ＴＳＭＣ慈善財団 × 熊本大学

町民の健康長寿や外国人労働者への
医療支援に向けた取り組みを始動

協定をもとに進める取り組み

問 介護保険課　地域包括支援係　☎096（232）2366

脳トレを組み合わせた運動指導のデモンストレーション

発足式で健康長寿プロジェクトに向けた協議をする関係者

連携項目１
ＪＡＳＭ熊本工場の社員および
その家族への医療支援体制の構築
　町や県、熊本市、熊本大学（病院）、
医師会、消防局、ＪＡＳＭによる医
療連携に関する意見交換会を設置し、
ＪＡＳＭ社員とその家族など外国人
労働者が安心して医療を受けられる
システムを構築するため連携協力し
ます。

連携項目２ 町民の認知症の予防および
健康寿命の延伸に向けた取り組み

　熊本大学が、町、国立長寿医療研究センターおよび台湾の国立
陽明交通大学と協力し、町民を対象とした健康づくり事業に取り
組みます。
　一定期間、運動や食事・栄養面の指導、認知トレーニングなど
を行うことで、要支援・要介護認定率の改善や、認知症患者の減
少を目指します。

連携項目３ 成果は2029年に論文で世界へ公表
▼




